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ると,Eタイプの形態を示す標本が多い｡しかし,
その個体変異のなかに,ホエザルについてはB,
Cタイプ,ティティについてはDタイプが観察さ
れた｡つまり,リスザル上顎臼歯の示す変異系列
と同じような系列をもち,そのピークがリスザル
ではBタイプ,ホエザル,ティティではEタイプ
にあるのではないかと考えられる｡上記のことが
らが事実とすれば,BタイプはAタイプに近いか
ら,リスザルはホエザル,ティティに比べると,
より原型に近い形質をもつことになる｡しかし,
これはあくまでも作業仮説である｡したがって,
ホエザル,ティティも含め,すべての南米ザルに
ついて,metalophとprehypocristaの関係の個体
変異をおいかけてみなければならないだろう｡こ
れからの課題である｡
3.酵素活性からみたニホンザル四肢筋の
機能分化
FunctionalDifferentiationofFore･and
HindLimbMusclesinMacacafuscatadetermined
ontheBasisofEnzymaticActivities.
森山恭子
哨乳班において,骨格筋は,収縮速度,瞬発力
および持続性などの生理的特徴が異なる3つのタ
イプの筋線維から構成されている｡各筋肉はこれ
らの筋線維の構成比によって生理的特徴が決定さ
れるので,筋肉間には,上記のような生理的な特
徴についての変災が存在することが知られている｡
このことは,持続的運動に通した赤筋と,敏捷な
運動に適した白筋として,一般に理解されている｡
このような筋肉間の変異が,様々な機能的役割
を持つ全身の骨格筋においてどのように分布して
いるかは,その動物のロコモーション様式と何ら
かの関連があるだろうと想像される｡しかし,全
身の骨格筋の機能分化をロコモーション様式との
関連でとらえる研究は,筋電図法を用いたヒトで
の研究 (時実,島津1964)以外ほとんど行なわれ
ていない｡そこで,ニホンザルの四肢筋の機能分
化を明らかにし,ロコモーション様式との関連を
明らかにするために本研究を行なった｡
先に述べた3タイプの筋線維の生理的差違は,
これらの筋線維中に含まれるエネルギー産生系酵
素良の差に由来するものである｡瞬発性は嫌気的
エネルギー産生を行なう解糖系酵素に依存し,描
続性は好気的エネルギー産生を行なうTCA回路
酵素に依存しているからである｡このように,防
線維において呼吸酵素の活性と収縮速度などの生
理的特徴の間に強い相関が存在することは,Burke
&Tsairis(1974)によって明らかにされている｡
そこで本研究では,実験殺直後のニホンザル4朗
を用い,四肢筋等83種の筋肉について.解糖系の
アルドラーゼと乳酸脱水素酵素,TCA回路のコ
-ク酸脱水素酵素の3種煩の酵素活性を定見的に
測定した.この方法を用いたのは,筋rdl図法は随
意運動を必要とするためヒト以外の動物には用い
ることができないし,酵素活性値の定出の方が組
織染色による定性的方法よりも直接的に機能を反
映しているという利点があるためである｡
その結果,ニホンザルでは,TCA回路酵来活
性は一般に後肢筋より前肢筋で高い傾向があり,
解糖系酵素活性は前後肢問でその傾向に差がなか
った｡このことを機能的に見ると,持続性 (疲労
に対する耐性)は前肢筋で高く.収縮力は後肢筋
で強く,収桁速度は前後肢間で差がないと言うこ
とができる｡
一方,霊長琉以外の地上性四足桶乳規ならびに
ヒトの四肢筋ではニホンザルと比べて,後肢 (下
肢)筋に持続性の高い筋線維が多く,前肢 (上
咲)筋に収縮力の大きい茄線維が多いことが,少
数の四肢筋についての組織化学的データと本研究
の結果とを比較することにより示唆された｡また,
ヒトの筋電図でも同様の結果が示されている｡
これらの違いは,各々のロコモーション様式を
考えると,きわめて理にかなったものであること
がわかる.ニホンザルは霊長煩の中では地上生活
が多い動物であるが,他の非霊長頬地上四足動物
とは,樹上生活も行なうという点で異なっている｡
ニホンザルでは,木に登ったり,枝から枝へ移動
する時などに,前肢の持続性を必要とすると考え
られる｡一方,地上ロコモーションでは,非霊長
規地上四足動物は前肢での推進力が大きく,笠長
実刑ま後肢での推進力が大きいことが知られている｡
このことは,ニホンザルでは他の四足動物と比べ
て後肢の収縮力が相対的に大きいことをよく説明
している｡しかも,ニホンザルの後肢筋の中でも,
四足歩行時に強く働く数本の筋肉は大きい収縮力
だけでなく速い収縮速度ももっているということ
は,このことをさらに盛付ける｡またヒトとの迎
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いは.ヒトは正i立二足歩行のため下肢筋は姿勢保
持に働き持続性を要求されるし,よく発通したマ
ニピュレーションは上肢の敏捷性を必要としてい
るからだと考えられる｡
後肢筋の中では,7本の二関節筋のうち6本が
きわめて速い収縮速皮と大きい収桁力と低い持続
性をもっていた｡この結矧ま.二関節筋が和動的
収桁を行ない.主に迅動に働き,-関節筋が緊張
的収縮を行ない.主に姿勢保持に働いているとい
う説とよく一致した｡またニホンザルの大腿二頭
茄は.大腿部に付く一関節性の部分と,下腿部に
付く二関節性の部分に分けられるが,この両者の
問にも同様の差がみられた｡さらに,後肢筋のう
ち表層筋と深層筋をとり出してみると.前者は収
縮速度が速く,収縮力が大きく.持続性は低く.
後者は逆であった｡この結果は,表屑筋が主とし
て運動に.深屑茄が主として姿勢保持に働くと言
われることと一致した｡
以上のように,ニホンザルの四肢筋の機能分化
はロコモーション様式ときわめて密接な関迎をも
っていることが明らかとなった｡
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